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人道憲章 

人道憲章は権利保護の原則、人道支援の必須基準(CHS)そして最低基準に関する倫理的および法的な

根拠を示している。人道憲章は、既存の法的権利と義務の抜粋であり、支援に携わる者の共通の信念

を明文化したものでもある。 

災害や紛争の影響を受ける人びとに最も関係の深い主要な法的原則を、法的権利と義務の観点から要

約している。共通の信念は、災害や紛争時の支援に携わる組織間で、関係組織の役割と責任を含め遵

守すべき合意に言及している。 

よって人道憲章は、スフィアを支持する人道支援組織のコミットメントの基盤であり、人道支援に従

事するすべての組織に対し、共通した原則を支援活動に適用することを促すものである。 

私たちの信念 

1.人道憲章は、すべての災害や紛争から影響を受ける人びとは尊厳ある生活を営む権利を有して

おり、そのための保護と支援を受ける権利を保有するという、人道支援に関わる人びとの共通認

識を明文化している。人道憲章に示されている原則は普遍的であり、いかなる場所のあらゆる影

響を受けた人びとにも適用される。また、すべての支援者と保護を提供しようとする人びとにも

適用される。これらの原則は国際法を反映しているが、根底にはすべての人間は生まれつき自由

であり、尊厳と権利において平等であるという、人間性における基本的な道徳原理に基づいてい

る。私たちはこの原則に基づき、災害や紛争から生じる人びとの苦しみを防止または緩和するた

めの措置がなされなければならず、いかなる場合でもこの原則を変えるべきではないという人道

的責務の優位性を認める。 

地域、国内および国際人道支援組織として、私たちは本憲章の原則を推進、遵守し、影響を受けた人

びとの支援と保護活動の最低基準を満たすことに力を尽くす。私たちは、行政および民間組織を含

む、人道支援に従事するすべての人が以下に示した共通の原則、権利および義務を共通の人道的信念

の声明として支持するよう呼びかける。 

私たちの役割 

2. 災害や紛争の影響を受けた人びとの基本的なニーズをまず満たすのは、影響を受けた人びと自らの

努力と、地域社会や地域の機関を通じての支援である。影響を受けた人びとへ必要な時に必要な支援

を提供すること、人びとの保護と安全を確保すること、彼らの回復への支援を提供することについて

は、その国の政府が主導権と責任を有する。公的な活動と自発的な行動の連携が、効果的な防災や支

援に重要であり、この観点から、赤十字・赤新月運動やその他市民社会組織は、公的機関をサポート

するにあたって重要な役割を担っている。国の対応能力が不十分な場合は、他国政府からの支援や地

方行政含む国際社会は、その国が第一義的責任を全うできるよう支援する。国連の各機関や国際赤十

字委員会が持つ特定の役割を認識し、これを支持する。 

3.人道支援組織は、影響を受けた人びとのニーズと能力、そして、彼らの政府や統治権力組織の責任

を常に考えながら自分たちの役割を見出す。本来は、第一義的責任を持つ者がその役割を必ずしも常

に遂行できるわけではなく、また時によっては責任を果たす意志を持たないことがある現実が、私た

ちの役目を示唆している。可能な限り、人道上の責務やその憲章に記されているその他の原則に則り

ながら、私たちは影響を受けた人びとを守り、支援しようとする関連当局の努力をサポートする。す

べての国および民間組織に対して、私たちは公平性と独立性を保ち、中立である人道支援組織の役割

を尊重することを求める。また私たちは、国および民間組織に対して不要な法制度や実務上の障害を
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取り除くことで支援活動従事者の安全を確保し、影響を受けた人びとへの迅速で安定したアクセスを

認めることによって、人道支援活動が円滑に行われるように配慮することを求める。 

共通の原則、権利および責務 

4.私たちは人道支援組織としての支援を人道原則と人道上の責務に基づいて提供し、女性、男性、少

年、少女、すべての影響を受けた人びとの権利を重要視している。これらは、国際人道法、人権法、

難民法を反映しており、保護と支援を受ける権利を含んでいる。人道憲章は以下の 3 つの権利のもと

に成立すると私たちは考える： 

▪ 尊厳ある生活への権利 

▪ 人道支援を受ける権利 

▪ 保護と安全への権利 

3 つの権利は国際法では、同じ表現で記されてはいないものの、確立されている法的権利を要約した

ものであり、人道上の責務を明文化している。 

5.尊厳ある生活への権利 t は国際法の規定、特に、生存権、適切な生活水準への権利、拷問および残

虐行為、非人道的または品位を傷つける扱われ方や、刑罰からの自由などに関する人権規定に反映さ

れている。生存権とは、生命が脅威にさらされている状況での生命を守る義務を伴うものである。生

命を守る支援の提供を差し控えたり、妨げたりしない義務を示唆する。尊厳は身体的に健やかである

以上のことを意味している。個人や被災コミュニティの価値観や信仰を含む全人的な尊重を求めるも

のであり、また、自由、良心や宗教的な慣習への権利を含む人権の尊重を必要とする。 

6.人道支援を受ける権利は、尊厳ある生活への権利の達成に不可欠な要素である。この権利は国際法

で保証されている、十分な食料と水や衣服、避難所や健康に必要な要素を含む適切な生活水準への権

利を含んでいる。人道支援の必須基準(CHS)とスフィア最低基準はこれらの権利を反映し、特に、災

害や紛争の影響を受けた人びとへ支援を提供することに関連し、実践に即して書かれたものである。

国や民間組織自らが支援を行わない場合は、他団体が支援することを認めなければならないと私たち

は考える。いかなる支援も、公平性の原則に従って提供されなければならず、支援は、すなわち、必

要性の程度のみに基づいて提供されなければならない。これは、いかなる人も、年齢、性別、人種、

肌の色、民族、性的指向、言語、宗教、障がい、健康状態、政治やその他の見解、国籍や社会的出自

などの背景によって差別されてはならないという、非差別の原則を反映している。 

7. 保護と安全への権利は、国際法の規定や、国連や他政府間機関の決議、および、管轄下にあるすべ

ての人びとを守るという国家の主権的責任に基づいている。難民や国内避難民を含む、災害や紛争に

おける影響を受けた人びとの安全と保護は特に人道上懸念される問題である。法律が言及するよう

に、一部の人びとはその年齢、性別、人種など、特定の身分のために虐待や不利な差別に対して特に

脆弱性が高く、保護や支援に特別な配慮が必要となる。このような状況にある人びとを守る能力を国

家が有していない状況では、国際的な支援が模索されるべきだと私たちは考えている。 

市民や避難者の保護に関する法律は、以下の問題について、特別な配慮を呼びかけている。 

i. 国際人道法において定義される武力紛争時には、紛争に関与していない人びとの保護と

彼らへの支援のための特別な法規定がなされている。特に、1949年のジュネーブ諸条約

と1977年の追加議定書は、国際的武力紛争、非国際的武力紛争のいずれの当事者に対し

ても義務を課している。私たちは、攻撃や報復からの包括的な市民の保護、特に以下の

原則と義務について強調する： 

▪ 市民と戦闘員の区別や民間施設と軍事施設の区別の原則 

▪ 武力行使における均衡性と攻撃における予防措置の原則 
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▪ 無差別的な兵器、過剰な損害や不必要な苦痛を与える兵器の使用を避ける義務 

▪ 公平な救援の提供を許可する義務 

武力紛争時に市民が被る本来回避可能な被害の多くは、これらの基本原則が遵守されなかったことに

起因する。 

ii. 庇護や保護区域を求める権利は迫害や暴力に直面している人びとを保護するために依然

として重要である。災害や紛争の影響を受けた人びとは、たびたび安全と生存の手段を

求め、故郷を逃れることを余儀なくされる。1951年の難民の地位に関する条約と同議定

書やその他の国際的および地域的な条約は、国籍国や居住国からの保護を得ることがで

きず他国に保護を求めざるを得なかった人びとに対する基本的な保護措置を提供してい

る。その中の最も重要なものがノン・ルフールマンの原則、すなわち、いかなる者もそ

の生命や自由、身体の安全が危険にさらされる、または、拷問や、他の残虐、非人道的

または品位を傷つける扱い、または、刑罰にあう可能性がある国へ送還されるべきでは

ないという原則である。同原則は国際人道法に反映され、1998年の国内避難民に関する

指導原則および関連した地域や国家法に詳細に記述されているように、国内避難民に関

しても適用される。 

私たちのコミットメント 

8 私たちは、人道支援活動の中心には影響を受けた人びとが位置するという信念から支援を実施す

る。また、脆弱性が高く社会的に疎外されている人びとを含む影響を受けた人びとのニーズを最大限

に満たす支援を行うためには、影響を受けた人びとの積極的な参画が重要であるということを認識す

る。私たちは、災害や紛争の影響に対して予防、備え、支援を行う地域の努力を支え、あらゆるレベ

ルの地域のアクターの能力を強化するよう努力する。 

9.私たちは人道支援を提供しようとする試みは、時に予期しない負の影響をもたらすことを自覚して

いる。影響を受けた地域社会や当局と協力し、人道支援がもたらしうる地域社会や環境へのあらゆる

負の影響を最小限に抑えることを目指す。武力紛争下での人道支援を提供する方法によっては、攻撃

に対して市民をより脆弱に、もしくは、紛争の一方または複数の当事者を意図せず有利にする可能性

があることを私たちは留意している。私たちは、上述の原則に従う限りこのような負の影響を最小限

にとどめることを誓う。 

10.私たちは、本憲章に示された人道支援の原則と「災害救援における国際赤十字・赤新月運動およ

び非政府組織（NGOs）のための行動規範」（1994 年）の具体的な指針に従い行動する。 

 

11. 人道支援の必須基準(CHS) とスフィア最低基準は、この憲章に示された共通原則を具体的に示し

ており、人道支援組織が持つ尊厳ある生活の基本的な最低必須要素への認識と、過去の人道支援活動

の経験から成り立っている。基準の多くは私たちのコントロールの範囲を超えることもありうるが、

私たちは一貫して基準の達成を目ざし続け、行動の責任をとることを自らに課す。私たちは被災した

政府や支援国政府、国際機関、民間と非国家組織を含むすべての関係者が、人道支援の必須基準

(CHS)と最低基準を共通認識として持つことを勧める。 

12.人道支援の必須基準(CHS)と最低基準を遵守することにより、災害や紛争の影響を受けた人びとが

尊厳ある生活と、適切な水、衛生、食料、栄養素、避難所および保健医療などの最低必須要素へのア

クセスを確保できるよう、あらゆる努力をすることを約束する。この目的達成のため、国家やその他

の組織は影響を受けた人びとに対する倫理義務と法的義務を果たす責務を有することを、私たちは提

唱し続ける。私たち自身は、私たちの支援がより効果的、適切、かつ説明責任を果たせるようにする

ため、変化する地域の状況を的確に把握して評価し、情報と意思決定の工程を透明化する。同時に、

人道支援の必須基準(CHS)と最低基準に明記されているように、あらゆるレベルの関係組織とより有
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効な調整と協働を行う。特に、影響を受けた人びとが支援活動へ積極的に参画することを重視し、影

響を受けた人びととのパートナーシップのもとに支援を行う。私たちが有する根本的な説明責任は、

支援を受ける人びとに対するものである。 
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